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イ

タ

チ

の

腸
内
に

出
現
ぜ

ろ

稀
有
な
ろ

線
蟲

き
ミ
。

§
奪
物

の
一

種
に

就
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（

大
正

十

二

年
四

月
二

十

四

日

受

領
）

　

　
北

里

研

究

所

奥
村
理

學
士
の

好

意
に

俵

り
同

民

が
大

正

八

年
七

月

京

都
府

下
佐

　

山
に

て

イ

タ

チ

の

賜
内

よ

り

探
取

ゼ

ら

れ
椴

る

極

め

て

珍

奇
な

る

綿

蟲
の

一

種
葎

　

檢
す
る

の

撰

怨
得

れ

り
。

標
本
に
三

箇
に

し

て

總
て

幼

若

な
る

も

の

な

り

き
。

余

　

に、

其

形

態
上

腎

蟲
（
ご

き
ミ

書
ε
讙
騫

蓉
ε

に

酷
餌
ぜ

る

な

以
て
・

恐

ら
く

該

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
…

　

蟲
の

幼

若

鼠
る

も
の

な

ら
ん

と

し
て・

若

し
然

れ

ば
只

に

其

腸
内
に

出

現

ぜ

し

こ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
…

　

と
の

興
味

あ
冶

の

み
な

ら

史

更
に

感
染
徑

路
に

關
し

て

或
種
の

暗
示

な

與
ふ

る

　

も
の

な

り

と
て

大
正

十

年

十
一

月

東

京
動

物

學

會
の

席
上
、

寄
生

蟲
講
演

曾
に

於

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
 

　
て

其

大
意

な

報
告
ぜ

サ
。

觜

時
材

料
の

貴
煎

な

る

お
め

只

杢

標

本
と

し
て

槻
嬢
せ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　…

　
し

が、

徇

飽
哥

是
ら

ざ
る

點
あ

り
し

六
め

絡
に

蟲
盤
な

破

竣
し
部

分

的
に

詳
細

な

　
ろ

觀
察
な

な

し
れ
ろ

結
果
、

余
の

從
來
の

知

見

に

訂
正

の

必

要
を

來
九

し

此

處
に

　
改
め

て

報
告
す

ろ

所

以
菰

呼
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　〜

寄
生
蟲
は

形

態
上

、

腎
蟲

贔
る

類

似
し、

・

周

乳
嘴
突
起

排

一

刷

難
悔
欝
伽

軈

灣
鑓
鴛
齢

い

欝
墾

を
域
ぜ

し
む

る

も
の

あ
り

。

蟲
鱧
を

破
壊
し
て

始
め

て

知
b
得
セ

る

點
な

り

と
す

。

　

標
本

は

總
て

未
威
熟
の

雌
蟲
な

り
。

蟲

體
は

長
き

園
筒
腴
に

し

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　 

て

全

長
に

渡
り
て

ほ
ゴ

同

體
幅
を

有

す
。

最
大
幅
匂臼

b
雪噛
善
o
コ

冩
ρ

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　一

b⊃

（

嵐

下

測
定

は

總
て

此
に

依
る

）

に

於
て

約

Q
八

八

粍
に

し
て

饐
の

中
央

部
に

あ

参
。

前
端
は

截
切
形

後

部
は

直
腸
附
近
に

て

急

に

狹
小

と
な

り
、

「

後
端
は

鈍
圓
に

絡
る

。

此
部
は
一

見
雄
蟲
の
鐘

状
交
接
嚢
の

末
宗
成
の

も
の

に

類
似
し、

後
邇
の

如
き
生
殖
系
統

の

構
造
滅

本
屑
雌
疉
の
生

殖
器
乏
腎
蟲
雄

蟲
の

生
殖
器

と
は

其
構
・

　
　
　

理

學

士

　

森

　
　
下

　
　
　

薫

造
の

原
則

に

關
し
て

顛
相

似
だ

b
）

と
共
に、

余
が

先
に

本
蟲
を

腎
蟲
の

雄
な

り

と

誤
認
せ

し

所
以
の

も
の

な

り
。

9
宕
p

ロロ

噂
由

O
一

巨
恥

目

Zq
°
同

瓰

冒

雪
凶

日
幅

目

属
pbg

o慶
冒

零剛
∋
o
昌

鴇
O°
つ●

壽

＆
関

ピ

霹
讐
プ

　
首

日
口
H．

ODm 笥

OOQO

　
背

腹
正

中

線
及

側

線
は

認
め

ら

れ

す
。

全
體
の

ク

チ

ク

ラ

に

微

綱
な

る

横
條
痕
あ
り

。

前

體
部
に

特
に

著
し

。

口

は

多

角
形
に

し

て

其

周
に

乳
嘴
突
起
の

二

環
列
あ

り
。

内
環
列
は

六

個
の

小

突
起

よ
わ

成
り

、

二

個
は

爾
側

に
、

四

個
は

亞

中
部
に

あ

り
。

圓
錐

罧

に

し
て

丘
壯
の

基

部
を

有
せ

ず
。

外
環
列
は

十
二

個
の

突
起
よ

b

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

成
う

何
れ
も
基

部
を

有
す

。

内
六

個

頭 部 前 面 觀

よ

は

外
環
列
の

六

個
の

大

突
起
の

み

な

り
。

屬
と

誤
診
さ

れ

易
き

點
な

b
。

ち
に

食
道
に

蓮

ら
な

ゐ
。

食
道
は

頗
長
く

多
少
彎
曲
せ

わ。

は

内

瑳
列
の

小

突
起

と

相
甥
蒔
し

て

位
置
し、

側
部
の

二

個
は

特
に

顯

署

な

り
。

他
の

六

佃
は
小

に

し
て
、

四

個
は

亜

側

部
に

、

二

個
は

背
腹
正

中

部
に

あ

参
。

即
ち

大
突
起
と

交

互
に

位
置

す。

普
逋
全

標
本
に

て

見
ら
る

　
　
　
　
　
　
こ

れ

b
皆
ミ

竜
書
§
幾

　
口

腔
は

淺
き

漏
斗
駿
に

し
て

、

直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
さ
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約
十
一

粍、
」
幅

、

前
端
部
に

於
て

○
⊥

五

粍
、

最
大

部
は

後
端
近

く

あ
り

0・
二．
四

粍
な

塾
。

食
迸
は

殆
幅
を

變
せ

す
し
て

腸
と

な
る

。

腸
は

顰
。

9
。

芍

ξ
日
蜀
田

科
特

有
の

支
持
繊
維
荒

依
り

饐
腔
内
に

支

持
せ

ら
る

。

支
持
繊
維
は

叉

食
遘

に

も

見
ら
れ

。

直
腸
は

急
に

狹

小

と
な

b
圓
錐
形
に

し
て

長
さ

0・
五

六

粍
な

b
。

肛

門
は

後
端
中

央
に

開
く

。

生
殖
器
は

未
だ

充
分
に

發
逹
せ

す
。

卵
集
は

腸
の

絡

端
附

迄
に

起
り

前
行

し
て

食
遘
の

後
端
を

去
る
一
．
一

粍
の

前
方

に

て

飜
轉
し
て

後
行

し、

陰
門
は

肛

門

に

密
接
し

て

開

く。

卵
集

の

部
は

多
少

太
け
れ

ど
も

、

發
逹

し
て

子

宮
と
な

る

べ

き

部
分
は

未
だ
一

細
管
た
る

に

過
ぎ

究

　
以
上
の

記
載
に

見
る

如

く

本
蟲
は

団

§
譬

§
遷
獄

§
軛

屬
の

も
の

な

う
。

而
し
て

本
層
中

十
八

個
の

口

周
乳
嘴
突
起

を

有
す
る

は

趨・

驚
趨
§
ミ
§
§

誤
o
国

霧
丙
H9

梦
H8G

。

の

み
な

り
。

然
れ

ど

も

乳
嘴
突
起
の

形
態
に

關
し
て

は

多
少
の

相

異
あ

り
。

即
ち

躍
¢
崔

靂
、

簷
曾
d

の

記
載
に

依
れ
ば

内
環
列
の

小

突
起

に

も

圓
丘
歌
の

基

部

あ
り

と
な

せ

ど
も
余
の

材
料

に

於
て

は

認
め

ら
れ

す
。

さ

れ

ど
こ

れ

蟲
皚
の

幼
若
な

る

π

め

な

る

や

も

知
れ

す
。

故
は
此

點
を

除
き

て

は

本
種
は

恐
ら
ζ

q°
醤
竜
§
ミ
ミ
竃

或
は
そ

れ

に

非
常
に

近

親
の

も
の

と

云

ふ

を

得
べ

し
。

　
本
屬
の

種
類
は
從
來
の

經
驗
に

依

れ

ば

總
て

魚
類
を
常
食
と
せ

　

る

渉
禽
類
の

前

胃
腺
に

寄
生

す
。

余
の

材
料
の

イ

タ

チ

の

腸
龍

寄

　

生
せ

し

は

珍
ら
し

き

例
な

り

と
云

ふ

ぺ

し
。

　

　

　
　

　

’

　

　

ピ

更
δ

冢
譲
は

淡
水

魚
の
一

種
（
Q
ミ

§
ミ
呂

に

被
包
せ

し

来
熟

　

線

蟲
（

古
く

よ

り

窶
〜

ミ
器

違
豊
§

と

し
て

知
ら
る

）

を
以

て

腎

　

蟲
の

幼
蟲
な
り

と

し
、

腎
蟲
は

或
種
の

淡
水
魚
を

喰
ふ

こ

と
起

依

　

b
域
染
す
る

も
の

な

塾

と

圭

張
せ

り
。

然
れ

ど
も
此

未
熟
線

蟲
も

一
　

亦

腎
蟲
に

あ
ら

す
し
て

　
属
裳

累

§
ミ
窯
毳
塁

屬
の

も
の

な
る

こ

と

 
　
『
』
O
国

襲
。。

国
H
α

HU

も
云
へ

り。

冒
ぱ

q
国
b
謁
日

は

既
に

各
亠

ハ

個
よ
り

成

一
　

る

内
外
兩

環
列
の

乳
嘴
突
起
を

認
め

乍
ら
此
の

誤
を
な

し

セ
る

は

　

體
の

諸
構
造
が

餘

り

に

よ

く

類

似
せ

る

た

め

な

b
。

　
］
L

犀
do

域
匪
即
弓

一
　

の

論
斷

破
れ、

余
の

推
論
叉

其

誤
な

夢

し
を

知
る

。

か

く

て

腎
蟲

…
　

の

威
染
經

路
に

闢
し
て

は

全
然
未

知
の

現
况
に

あ

る

な
h

。

擱
筆

一
　

に

臨
み
五

島
教
授

に

敬
意
を

表

し、

材
料

を

惠
投
せ

ら
れ

泥

る

奥

一
　

村
理

學
士

の

好
意
を

威
謝
す

。

（

完
）

一皿

　
　

文

　

献

ヘ

　
ド

。。

刈

切

p
昌

q
。

悶

P
匐
司

魯
1U
一
。

ヨ
Φ

β
い

。

げ

亳
曽
弓

爭
・。｝
ケ

。
け

9
団

e
 

司

田．
や
・。

。D

同
−

・。
。 ．

p

、
　
　
日

8q
。

　
Q

鉱
o
国

器
呂
α

b
ご．

β凾
ー
国
信
胃

国
o
口

目
 

日白。

飾゚

朔
 

5
籌
o

伽
o
昌
−

Q
畧

鐸
口

鳴
目

　

　

　

　

寧肺
ぎ
＝

ミ

ミ
＄

言
9
 

曹
翌
魯
鉢

　
活
o
づ
爭

ぎ
言
圍

謁
尸

ロoogoo

し一・
q
唱
，

　

　

　

　
ω

餌
一

δ
昌
゜。一゚
自」
ω

霞鹽
H
く植
く
O一呷
ド

翼嚠
費

　

　
ま
貲

　
森
下

薫

ー

イ

タ

チ

の

腎
蟲
並

に

U
δ
oeo

噂
げ
望

5
自
お

に

就

春
て

。

動

雜

第

　

　

　

　
三

十

三

卷
二

〇
一

i一
＝

O
頁。
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